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■

李
登
輝
元
総
統
が
主
賓
挨
拶

去
る
三
月
十
三
日
、
李
登
輝
元
総
統
が
始

め
た
台
湾
の
民
主
化
を
今
ま
で
以
上
に
促
進

し
、
馬
英
九
政
権
の
中
国
傾
斜
政
策
に
歯
止

め
を
か
け
、
李
元
総
統
の
日
台
運
命
共
同
体

理
念
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
、
台
湾
に
「
李

登
輝
民
主
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

大
会
が
開
か
れ
た
台
北
市
内
の
国
賓
大
飯

店
に
は
、
主
賓
の
李
登
輝
元
総
統
は
じ
め
陳

唐
山
・
前
総
統
府
秘
書
長
（
官
房
長
官
に
相

当
）
や
黄
昆
輝
・
台
湾
団
結
聯
盟
主
席
、
黄

昭
堂
・
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
主
席
な
ど
多
く

の
台
湾
要
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
そ
の
門
出

を
お
祝
い
し
た
。
同
会
は
本
会
の
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
田
久
保
忠
衛

副
会
長
が
小
田
村
会
長
の
名
代
と
し
て
、
事

務
局
長
の
筆
者
を
伴
っ
て
出
席
し
た
。

李
登
輝
民
主
協
会
は
内
政
部
所
管
の
社
団

法
人
で
、
理
事
長
に
は
『
台
湾
人
と
日
本
精

神
』
の
著
書
で
も
知
ら
れ
る
「
老
台
北
」
こ

と
蔡さ
い

焜こ
ん

燦さ
ん

氏
が
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
常
務

理
事
に
張
燦
洪
・
元
台
南
市
長
、
秘
書
長
に

彭
百
顕
・
元
南
投
県
長
、
理
事
に
は
台
湾
少

年
工
出
身
の
李
雪
峰
・
台
湾
高
座
台
日
交
流

協
会
理
事
長
や
、
李
登
輝
学
校
研
修
団
で
も

講
師
を
つ
と
め
て
い
た
だ
い
た
李
明
峻
・
台

湾
国
際
法
学
会
副
秘
書
長
な
ど
十
人
余
が
就

任
、
錚
々
た
る
顔
触
れ
だ
。

設
立
大
会
は
同
会
事
務
局
の
張
葆
源
氏
が

司
会
を
つ
と
め
、
蔡
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
き
、
主
賓
の
李
元
総
統
が
挨
拶
。
李
元

総
統
は
党
派
対
立
に
明
け
暮
れ
る
台
湾
政
治

の
現
状
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
中
国
と
Ｅ

Ｃ
Ｆ
Ａ
（
中
台
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
）
を

締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
馬
英
九
政
権
は
台

湾
の
主
体
性
を
失
わ
せ
る
と
厳
し
く
批
判
し

た
。
台
湾
は
民
主
化
の
成
熟
と
本
土
化
を
進

め
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
と
、
李
登
輝
民
主

協
会
の
進
む
べ
き
道
筋
を
示
さ
れ
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
ま
ず
鄭
邦
鎮
・
元
国

家
文
学
館
館
長
が
挨
拶
。
続
い
て
、
田
久
保

副
会
長
が
挨
拶
し
、
台
湾
に
民
主
化
を
も
た

ら
し
た
李
元
総
統
が
世
界
か
ら
「
ミ
ス
タ

ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
讃
え
ら
れ
る
所
以

や
、
台
湾
が
日
本
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
る

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

柚ゆ

原は
ら　

正ま
さ

敬た
か

台
湾
に
李
登
輝
民
主
協
会
が
設
立
！

蔡
焜
燦
氏
が
理
事
長
に
就
任

挨拶される蔡焜燦理事長（左より鄭邦鎮氏、田久保副会長、
李元総統、柚原事務局長　3月13日、国賓大飯店）



25 【日台共栄】台湾に李登輝民主協会が設立！

と
同
時
に
、
米
国
に
と
っ
て
も
生
命
線
で
あ

る
と
述
べ
、
最
後
に
「
桜
寄
贈
は
日
台
交
流

の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
今
後
は
李
登
輝
民
主
協

会
に
お
贈
り
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
交
流
事
業
を
李
登
輝
民
主
協
会
と

進
め
る
こ
と
で
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
手
を

携
え
て
日
台
共
栄
の
た
め
に
邁
進
し
て
参
り

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
祝

意
を
披
露
し
た
。

因
み
に
、
報
道
で
は
、
台
湾
李
登
輝
之
友

会
は
李
登
輝
民
主
協
会
に
吸
収
・
統
合
さ
れ

る
予
定
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

■

安
倍
晋
三
元
首
相
ら
か
ら
祝
電

引
き
続
き
昼
食
会
が
開
か
れ
、
田
久
保
副

会
長
と
筆
者
は
李
元
総
統
ご
夫
妻
や
蔡
理
事

長
ご
夫
妻
と
ご
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
こ
の

テ
ー
ブ
ル
に
は
陳
唐
山
氏
や
黄
昆
輝
氏
な
ど

も
ご
一
緒
だ
っ
た
。

昼
食
会
で
は
、
蔡
理
事
長
と
昵
懇
の
安
倍

晋
三
・
元
首
相
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井

よ
し
こ
氏
、
金
美
齢
氏
、
そ
し
て
小
田
村
四

郎
・
本
会
会
長
な
ど
、
日
本
か
ら
届
い
た
祝

辞
が
披
露
さ
れ
、
台
湾
在
住
の
早
川
友
久
・

本
会
理
事
が
読
み
上
げ
て
披
露
し
た
。

安
倍
元
首
相
は
、
中
国
の
軍
拡
路
線
に
対

す
る
懸
念
を
示
す
一
方
で
李
登
輝
民
主
協
会

発
足
の
意
義
を
讃
え
、
台
湾
の
民
主
運
動
の

中
で
大
き
な
輪
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
く
こ

と
に
期
待
を
表
明
し
た
。
小
田
村
会
長
の
祝

辞
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
ご
列
席
の
皆
様
、
本
日
は
李
登
輝
民
主
協

会
の
設
立
、
真
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
上
げ
ま
す
。

理
事
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
ご
教

導
い
た
だ
い
て
い
る
蔡
焜
燦
先
生
が
就
任
さ

れ
、
日
本
李
登
輝
友
の
会
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
と
も
な
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、

私
自
身
も
出
席
し
て
ご
発
足
を
お
祝
い
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
訪
台
が
叶
わ
ず
書
面
を

も
っ
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
か
ら

は
田
久
保
忠
衛
副
会
長
、
柚
原
正
敬
事
務
局

長
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

李
登
輝
民
主
協
会
は
、
李
登
輝
先
生
が
も

た
ら
さ
れ
た
台
湾
の
民
主
化
を
い
っ
そ
う
促

進
し
、
馬
英
九
政
権
の
中
国
傾
斜
政
策
に
異

を
唱
え
、
李
元
総
統
の
透
徹
し
た
日
台
運
命

共
同
体
理
念
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
桜

寄
贈
な
ど
を
通
じ
て
交
流
の
一
層
の
緊
密
化

を
図
り
、
日
台
共
栄
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ

て
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
成
立
大
会
の
ご

盛
会
な
ら
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。〉

近
々
、
蔡
理
事
長
ら
は
来
日
し
、
本
会
役

員
と
懇
談
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

昼食会で談笑される李元総統ご夫妻や田久保副会長（3月
13日、国賓大飯店）


